
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「道の駅」は今・・・ 

平成５年に制度化されて依頼「道の駅」は全国で１０１４箇所(H25.10.11 時点)に設置され、広くド

ライバーの方たちに利用されています。この道の駅は「休憩機能」「情報発信機能」「地域の連携機能」

の３つの機能を供給する施設として位置づけられてきました。 

しかし近年、国民意識の多様化につれ、道の駅に求められる機能が多岐に渡っており、さらにドラー

バーも女性や高齢者が増加するなど、利用実態に配慮した計画が求められています。 

 

 

 東京建設オリジナルの提案 

 東京建設コンサルタントでは、道の駅本来の機能に加え、新たな機能を反映させるとと

もに、高齢化社会や情報化社会さらには、大震災への備えとして「道の駅の防災拠点化」

にも対応した「道の駅」の整備に積極的に取り組んでいます。 

 



 

 

◆取り組み事例                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆弊社実績紹介                                      

業務名 発注者 業務概要 

尾鷲市「道の駅」基本計画策定 三重県 尾鷲市 道の駅 基本計画策定 

管内休憩施設検討業務 
国土交通省 関東地方整備局 
常陸河川国道事務所 

道の駅 整備計画策定 

管理設計業務（構造物補修） 
国土交通省 関東地方整備局 
千葉国道事務所 

道の駅 道路情報提供方法検討 

潮見 BP 休憩施設設計業務委託 
国土交通省 中部地方整備局 
浜松河川国道事務所 

道の駅 配置計画 

設計業務委託 400 号その 21 栃木県  大田原土木事務所 道の駅 道路情報伝達方法検討 

◆お問い合わせ先                                     
東京本社 〒170-0004  東京都豊島区北大塚 1-15-6          TEL（03）5980-2633 FAX （03）5980-2601 
関西本社 〒530-0042  大阪市北区天満橋 1-8-63 トーケン大阪ビル   TEL（06）7636-1152 FAX （06）7636-1153  
東北支社 〒980-0811  仙台市青葉区一番町 2-10-17 仙台一番町ビル    TEL（022）222-8887 FAX （022）224-1889 
北陸支社 〒950-0087  新潟市中央区東大通 1-2-23 北陸ビル           TEL（025）248-3870 FAX （025）248-3877 
中部支社 〒460-0003  名古屋市中区錦 2-20-25 八木兵伝馬町ビル   TEL（052）222-2771 FAX （052）222-2776 
中国支社 〒732-0052  広島市南区的場町 1-3-6 広島的場ビル     TEL（082）264-9709 FAX （082）506-1559 
四国支社 〒760-0023   高松市寿町 1-3-2 高松第一生命ビル      TEL（087）821-2888 FAX （087）811-0010 
九州支社 〒812-0016  福岡市博多区博多駅南 2-12-3 トーケン福岡ビル TEL（092）432-8000 FAX （092）432-8008 
支店   北海道 四国 

事務所 青森、岩手、福島、茨城、埼玉、千葉、神奈川、山梨、静岡、兵庫、奈良、岡山、山口、佐賀、熊本、宮崎、鹿児島 

営業所  秋田、大槌、釜石、富山、石川、栃木、群馬、船橋、長野、岐阜、三重、滋賀、京都、和歌山、岩国、徳島、大分、沖縄 

■高齢化を考慮した「道の駅」整備計画 

 休憩機能の観点から考えた場合、道の駅の間隔にはあ
る一定の距離を置くべきで、これは各道の駅の集客能力
にも影響を与えるものと言えます。 
 一方で我が国の高齢化は深刻で、道の駅の利用形態も
休憩機能のあり方１つを取り 
上げても慎重な検討が必要と 
なります。 
 ＴＫＣでは交通特性や類似 
の既存施設、さらには文化交 
流のポイントなどに配慮し、 
対象路線に対する整備箇所及 
びその整備優先度についての 
検討を行い、道の駅整備箇所 
に最適化を提案します。 

■地域連携機能に特化した「道の駅」基本計画 

 道の駅の３つの機能のどれに重みを置くかは、道の駅
の整備箇所や管理者によって様々ですが、最近は「地域
連携機能」に関連させた「地域活性化」を前面に出し、
「道の駅のブランド化」の傾向が強くなってきていま
す。実際、地場産業との連携、特産 
品のアンテナショップ、地域観光の 
展開など、その内容は様々であるが、 
かなりの集客能力を有する箇所も少 
なくありません。 
 ＴＫＣではニーズに合致した道の 
駅を目指すため「基本計画」段階に 
おいて接続道路の交通特性把握から 
始まり、対象地域に魅力の発掘など 
様々な視点から提案をいたします。 

■既存施設の「道の駅」防災拠点化 

 平成１６年の新潟県中越地震では新潟県内の「道の駅」
が「被災者の受け入れ」や「情報提供の場」など、本来
の機能に加え「防災拠点」としての機能が発揮されまし
た。 
これは平成２３年の東日本大震災の際も同様であり、

今後整備を進める道の駅には「第４の機能」として必ず
検討しなければならな 
いものと考えています。 
 ＴＫＣでは、新たに 
整備する道の駅だけで 
はなく、整備済みの道 
の駅に対しても、防災 
拠点化の検討実績があ 
ります。 

■今の通信技術に配慮した「道の駅」情報提供 

 急速に普及する携帯電話やスマートフォンにより、道
の駅利用者は多種多様な情報を容易に収集が可能となっ
ており、道の駅での情報提供の見直しが求められていま
す。ＴＫＣでは、依頼いただいた道の駅の利用実態調査
としてアンケートや現地 
での動線検証の提案をさ 
せて頂くとともに、デ 
ジタルサイネージなど新 
しい情報提供技術の導入 
も会わせて検討・提案い 
たします。 
 また、道の駅へのＩＴＳスポットの導入についても現
在取り組んでおり、その方法などについても提案させて
いただきます。 
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